
9月1日は防災の日です
県営水道では、大きな地震が起きたときにも皆さまの飲み水が確保
できるように、日ごろから施設の点検や耐震化への整備などを進め
ています。今回は、地震対策についての疑問にお答えします。

地震の発生に備え、県営水道では、飲料水を確保して
いるのですか。

　地震災害時の応急給水は市や町の役割となっていますが、県営
水道では、地震災害時の生活用水を含む飲料水確保のため、災害
用指定配水池等を39ヶ所指定し、常時33万㎥以上の水を確保し
ています。これは、お客さま１人当たりに換算すると約120リットルとな
ります。なお、地震災害時は各市町がこの水を運搬し、応急給水を
実施します。
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地震災害が発生した場合、どこに飲料水を取りに行け
ばよいのですか。

　各市町では、地震災害時に上記の災害用指定配水池から飲料
水を運搬し応急給水活動を行うとともに、広域避難所等に耐震性
貯水槽や防災井戸、鋼板製プールなども併せて整備しています。詳
しくは、お住まいの市町へお問い合わせください。
　なお、県営水道では、広域避難場所や災害時医療拠点病院等
の重要施設への給水を確保するため、優先的に水道管路の耐震
化を進めています。
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地震の発生に備えて、各家庭では、どのくらいの飲料
水を確保しておけばよいのですか。

　人間の生命を維持するためには、大人１人当たり1日3リットルの
飲料水が必要といわれており、3日分を確保することが目安です。ご
家庭でも大きな地震などによる断水に備えて、水道水をくみ置きして
おくことをお勧めします。市販のペットボトルの水でも結構です。
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飲料水を保存する場合に、どのようなことに気をつけ
たら良いのですか。

　ポリ容器などに水道水をくみ置きするときには、次のことにご注意
をお願いします。
①密封性のよい容器を選び、中をよく洗います。
②容器に空気が残らないように水道水を入れて、しっかり密閉します。
③日の当たらない涼しい場所で保管します。
④保存した水は、4日（夏季）～ 10日（冬季）程度を目安に、洗たく
や掃除に利用するなど交換します。ただし、浄水器を通した水の
場合、塩素による消毒効果がないため毎日交換してください。な
お、保存した水を飲用するときは、必ず煮沸してください。
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大規模地震により水道施設に大きな被害が発生した
場合に、他の県などから応援は来てくれるのですか。

　県営水道は、近隣の水道事業者（千葉県及び静岡県）と災害
相互応援に関する協定を結び、応援隊の派遣や物資の調達など
災害時の応援体制を確立するとともに、管工事業組合や材料メー
カー等の各種団体とも応援に関する協定を結んでいます。
　また、県内や関東近県、全国各
地の水道事業者を会員とする（社）
日本水道協会を通じて水道事業者
が相互に応援できるよう覚書を結ん
でいます。県営水道ではこの覚書
に基づき、阪神淡路大震災をはじ
め、新潟県で発生した中越地震や
中越沖地震に応援隊を派遣しています。
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水道管の修理作業

大規模な地震が発生し、水道が断水した場合、その復
旧にはどのくらいの期間がかかるのですか。

　発生の切迫性が指摘されている東海地震についてはおおむね
1週間程度で応急復旧が終了するよう、復旧体制を確保するととも
に水道管路の耐震化など施設整備を実施しています。
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特 集

地震による水道施設の被害を最小限にとどめるため
に、県営水道ではどのような対策をしているのですか。1

　県営水道では、地震対策として水道管路や浄水場の耐震化、
水の相互融通など主に次の4つの取組みを行っています。

①水道管路の耐震化
　県営水道の水道管の大部分は地震でも折れにくい材質のもの
ですが、より耐震性を高めるため、大きな振動でも管のつなぎ目が
外れにくい耐震継手管の布設を進めています。（平成20年度末
の耐震化率は13.1％）

②浄水場・配水池などの耐震化
　これまで東海地震（レベル1地震動）に備え耐震化対策を進め
てきましたが、水道施設の耐震性をより一層強化するため、浄水
場や配水池などの基幹施設を対象に県営水道の給水区域内で
想定されている最大規模の地震（レベル2地震動）に対する耐
震診断を行い、必要に応じて耐震補強工事を実施します。

③水の相互融通：
Q2をご覧ください。

④日ごろの訓練
　地震発生時の応急活
動を円滑に行うため、地震
災害対策訓練や市・町と
の合同応急給水訓練等を
定期的に実施しています。 応急給水訓練

県営水道が進めている「水の相互融通」とはどのよう
なことですか。2

　地震により浄水場などに被害があった場合でも、別の浄水場や横
浜市・横須賀市・小田原市・秦野市・座間市・中井町・箱根町・愛
川町から水が供給できるように、連絡管等を整備しています（平成
21年度2.7km予定）。
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連
絡
管 エアレーション装置　水源の水質保全に取り組んでいます①

　相模湖・津久井湖では、湖水中の窒素やリンなどが増
える「富栄養化現象」が進んだ結果、アオコの発生が見
られるようになりました。
　春から秋にかけては、湖の表面が太陽によって暖めら
れアオコが増殖しやすい水温になります。湖面がアオコに
覆われると、水道水として浄水する過程に影響を与えると
ともに、景観の悪化など環境面の問題も発生します。
　このため県では、アオコの発生を抑制するために、相
模湖に８基、津久井湖に９基のエアレーション装置を設置
し、水質保全に努めています。
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エアレーションによる湖水循環のしくみ

　エアレーション装置は、湖の水を循環させるもので、
底の冷たい水を湖の表面に上げることで湖表面の水温
を下げるとともに、アオコを光の届かない湖の底（無光
層）に送ります。アオコは植物プランクトンの一種なので、
水温が低く光の届かない湖底では活動することができな
いため、発生を抑制することができます。

む こう

そう

稼働中のエアレーションの様子

　適切に浄水処理するために、水道の水源である湖では、浄水場の浄
水処理に影響を与えるプランクトンの発生状況を、湖の下流の河川で
は、にごりや汚れなどの原因となるさまざまな物質を調査しています。

水質検査 いろいろ

4月から水質基準などが変わりました！

　じゃ口から出る水道水については、色
やにごりがないこと、消毒がきちんと行
われていることを確認するために自動水
質測定装置などで毎日検査を行うととも
に、定期的に水質基準項目等の精密な検
査を実施しています。

水質検査 いろいろ 皆さんに安心して安全でおいしい水を飲んでいただくために、水源、浄水場、配水池
などにおいて、水質検査を定期的に行っています。

　水質基準に関する省令が改正され、4月1日付け
で水質基準が変更になりました。

　県営水道では今回変更のあった水質項目につい
て以前から給水栓での水質検査を行っており、変
更された基準値以下であることを確認しています。

1　内閣府食品安全委員会での化学物質の食品健
康影響評価を踏まえ、「シス－1,2－ジクロロエチ
レン」は「シス－1,2－ジクロロエチレン及びトラ
ンス－1,2－ジクロロエチレン」に変更されまし
た。水質基準値は0.04mg/L以下です。

2　トリハロメタン対策等のため、有機物（全有機炭
素（TOC）の量）の水質基準値は、5mg/L以下か
ら3mg/L以下に強化されました。

3　1,1－ジクロロエチレンは、食品安全委員会で化
学物質の食品健康影響評価の最新の見解が出
されたことと近年全国的に検出例が少ないとい
う理由から、水質基準項目から水質管理目標設
定項目に変更されるとともに、目標値が変更され
ました。水質管理目標値は0.1mg/L以下です。

● ● ●  水源の水質検査
　「水の工場」である浄水場では、浄水工程ごとの水（沈澱水、ろ過
水及び浄水）について、にごりや残
留塩素等を計器により自動監視して
いるほか、定期的に細菌や金属、有
機物質などの検査を行っています。
　また、水道水の元となる原水の水
質を魚類等を用いて常に監視して
います。

● ● ●  浄水場の水質検査

　浄水場から送り出された水道水が
ご家庭のじゃ口に届くまでに、48時
間以上かかるところもあります。そ
のため、中間地点にある配水池にお
いて、水道水の水質が変化していな
いか自動水質測定装置で常に監視し
ています。

　浄水場から送り出された水道水が
ご家庭のじゃ口に届くまでに、48時
間以上かかるところもあります。そ
のため、中間地点にある配水池にお
いて、水道水の水質が変化していな
いか自動水質測定装置で常に監視し
ています。

● ● ●  配水池の水質検査

● ● ●  給水栓（じゃ口）から出る水の水質検査
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原水の水質調査

給水栓から出る水の精密な検査

魚類監視装置（ヌマエビ監視水槽）

平成20年度水質検査結果（寒川浄水場系給水栓である鎌倉市腰越地点の結果）

県営水道の水道水
　毎日安心して水道水を飲んでいただけるように、県営水道では水質基準
（50項目）に加えて水質管理目標設定項目（27項目）などの項目について検査
を行い、すべて合格した水道水をお届けしています。だから安全、安心です。

安全です

健康に関連する項目
　生涯にわたって水道水を飲み続け
ても、健康に影響が生じない水準を
もとに基準値が定められています。

水利用上の障害に
関連する項目
　水道水の色やにおい等につい
て、水道水を利用するうえで支障
が出ない水準をもとに基準値が定
められています。

水質基準項目

一 般 細 菌
大 腸 菌
鉛 及 び そ の 化 合 物
六 価 ク ロ ム 化 合 物
1,1－ジ ク ロ ロ エ チ レ ン
シス－1,2－ジクロロエチレン
塩 化 物 イ オ ン
ジ ェ オ ス ミ ン
2－メチ ルイソボルネオール
有機物（全有機炭素（TOC）の量）
p H 値

味
臭 気
色 度
濁 度

残 留 塩 素

個 /mL
－
mg/L
mg/L
mg/L
mg/L
mg/L
mg/L
mg/L
mg/L
－
－
－
度
度

mg/L

0
不検出

0.001 未満
0.005 未満
0.0001 未満
0.0001 未満

9.2
0.000001

0.000001 未満
0.6
7.30

異常なし
異常なし
1未満
0.1 未満

0.5

 100 以下
検出されないこと
 0.01 以下
 0.05 以下
 0.02 以下
 0.04 以下
 200 以下
 0.00001 以下
 0.00001 以下
 5 以下

5.8～8.6
異常でないこと
異常でないこと

 5 以下
 2 以下
 
 0.1 以上

 項　　　　目 単　位 年平均値 基 準 値

※この表では、平成 20 年度に実施した水質基準項目及び衛生上必要な項目の水質検査結果のうち、主な項目について掲載しています。　
※水質管理目標設定項目は、将来にわたり水道水の安全性を確保するために、水質管理上留意すべきものとして「厚生労働省健康局長通知」
により設定されたものであり、項目ごとに水質管理目標値が定められています。 

※単位中の「mg/L」は、水1リットルの中に含まれている物質の量（ミリグラム：1000 分の1グラム）です。

衛生上の措置
衛生上必要な物質

この他、県営水道のホームページ「水質情報」では、上記を含めた11系統の給水栓について、
水質基準項目（50項目）の検査結果を公表しています。


